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総資産量の適正化

長寿命化の推進

民間活力の導入

アセットマネジメント推進の流れ

基本的
な方針

静岡市アセットマネジメント基本方針

公共建築物施設群別マネジメント方針

個別施設カルテ ・ 個別施設計画

・静岡市が保有する資産に関する将来負担を試算
した上で、保有資産のマネジメント方針を明ら
かにする。

・保有資産のうち、公共建築物を同種、同類ごと
に類型化し（施設群）、その類型ごとに社会的
背景や民間マーケットの状況などを整理する。

・整理した情報をもとに、施設群ごとに大まかな
方向性を示す。

・各個別施設の実態を明らかにした「施設カル
テ」と施設群別マネジメント方針で示されたお
おまかな方向性とを勘案し、個別施設の今後の
改修計画や統合計画、廃止計画を作成する。

・それぞれの計画に従い、アセットマネジメント
を実行する。

施設類型
ごとの
方向性

個別施設
ごとの評
価と実行
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行革審での議題対象施設群 

※ 網掛けの施設群が行革審での議題対象
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施設群別マネジメントの方向性区分 

区 分 考 え 方 イメージ（一例） 

継 続

社会的なセーフティネットなど公共の果たす役割りが今後も

継続的にあり、民間マーケットの進出しにくい分野で、ハコモノ

を拠点に公共サービスを提供していくことが必要であると考え

られる施設群を「継続」と表しています。 

なお、継続するにあたっては、単純な施設の現状維持ではなく、

施設の長寿命化、縮小、施設の有効活用による収益の増大や維持

管理費の削減を前提とします。 

複合化

市民ニーズとしての需要があり、今後も公共サービス提供の必

要性が認められ、さらなる市民サービスの向上を目指すため、他

の機能を持つ公共施設と併合し、複数の機能を持つハコモノとし

て整備することで、ひとつの施設を多機能化し、活用していく施

設群を「複合化」と表しています。 

統廃合

複合化と同様、公共サービス提供の必要性は認められるもの

の、施設の老朽化や経済性の観点から、同種・同類の施設と統合

させ、ひとつの施設（ハコモノ）にまとめることにより、延べ床

面積を縮減し、維持費の削減を図っていく施設群を「統廃合」と

表しています。 

また、市民ニーズの変化や民間企業等の進出により、行政サー

ビス提供の観点から機能や役割を終えたと考えられる施設の廃

止も含みます。 

民営化

民営化は全ての施設で検討すべきマネジメントの方向性です

が、国の方針や民間マーケットとの競合状況により、特に民営化

を進めるべき施設群について「民営化」と表します。 

民間が施設を整備・運営する「民設民営」だけでなく、ＰＰＰ

／ＰＦＩ手法等による施設の整備・運営も「民営化」とします。 

※ １ 施設群別マネジメント方針では、対象の７８３施設を利用用途ごとに５３分類に細分化し整

理していますが、それでもなお、様々な施設が存在しているため、施設群別の方向性を示してい

くにあたっては、上記区分を組み合わせて表現している場合があります。 

※ ２ 複合化、統廃合は、長期的かつ効率性、経済性の観点から当該施設の大規模改修や建て替え

更新時期を捉えて実施することを原則とします。 

※ ３ ＰＰＰ・・・官民が連携して公共サービスの提供を行う事業手法の総称。 

※ ４ ＰＦＩ・・・ＰＰＰ手法のうちのひとつ。公共施行等の設計段階から運営段階までを民間の 

資金とノウハウを活用し、民間主導で公共サービスを提供する。 

同種・同類の施設 
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